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〔
調
査
日
〕

　

平
成
30
年
５
月
17
日

〔
参
加
議
員
〕

15
名

▪
遠
野
東
工
業
団
地
整
備

事
業
を
現
地
調
査

　

こ
の
事
業
の
本
年
度
予

算
は
８
億
３
９
０
０
万
円
。

既
存
の
工
業
団
地
の
東
側

開
発
区
域
13
・
８
ha
、
西

側
開
発
区
域
16
・
６
ha
の

整
備
事
業
で
あ
る
。
そ
れ

に
伴
う
道
路
や
実
施
設

計
、
各
種
法
令
の
許
可
申

請
、
造
成
工
事
の
内
容
な

ど
の
説
明
を
受
け
た
。

▪
重
要
文
化
財「
千
葉
家
」

住
宅
整
備
事
業
第
1
期
保

存
修
理
工
事
の
進
捗
状
況

を
現
地
調
査

　

本
年
度
予
算
は
８
４
８

５
万
円
。
母
屋
２
階
の
造

作
解
体
と
、
座
敷
天
井
の

解
体
、土
蔵
、石
蔵
等
の
解

体
工
事
で
あ
る
。

　

近
隣
地
域
で
は
、

あ
ま
り
例
の
な
い
丈

夫
な
屋
根
の
骨
組
み

を
見
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
当
時
の
大

変
な
お
金
と
労
力
が

掛
か
っ
た
様
子
が
わ

か
っ
た
。

　

夏
休
み
期
間
に

は
、
一
般
公
開
さ
れ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

〔
研
修
日
〕

　

平
成
30
年

�

５
月
10
・
11
日

〔
参
加
議
員
〕

　

萩
野　

幸
弘

　

佐
々
木　

大
三
郎

　

照
井　

文
雄

　

荒
川　

栄
悦

　

瀧
澤　

征
幸

▪
人
口
減
と
対
峙
す
る
地

方
議
会
に
つ
い
て
北
川
正

恭
氏
が
講
演

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
人
生

１
０
０
年
時
代
の
地
域
デ

ザ
イ
ン
～
人
口
減
少
社
会

に
向
き
合
う
地
域
社
会
～

で
あ
っ
た
。

　
「
中
央
の
こ
と
を
政
府

と
呼
ぶ
が
、
地
方
の
こ
と

を
政
府
と
は
呼
ば
な
い
。

そ
れ
は
地
方
に
は
何
の
権

力
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

国
が
地
方
自
治
体
の
採
点

を
し
て
、
良
け
れ
ば
補
助

金
を
出
す
と
い
う
方
式
で

成
功
し
た
試
し
は
な
い
。

地
方
自
治
体

の
首
長
は
そ

れ
を
変
え
ら

れ
な
い
。
公

職
選
挙
法
で

選
出
さ
れ
た

議
員
に
し
か

変
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、

地
方
議
員
は
、

主
権
者
の
代

弁
者
で
あ
る

か
ら
だ
。
国
の
改
革
は
地

方
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。そ
の
た
め
に
は
、

議
会
全
体
が
活
性
化
し
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

今
回
の
研
究
大
会
の
大

き
な
テ
ー
マ
は
、
や
は
り

人
口
減
少
で
あ
り
、
日
本

に
と
っ
て
最
も
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
地
方

や
地
域
か
ら
国
を
変
え
て

い
く
心
意
気
・
覚
悟
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
痛
感
。

　

素
晴
ら
し
い
研
修
会
で

あ
っ
た
。

〔
調
査
日
〕

　

平
成
30
年

�

５
月
23
日
～
25
日

〔
参
加
議
員
〕

　

萩
野　

幸
弘

　

菊
池　

美
也

　

宮
田　

勝
美

　

小
林　

立
栄

　

菊
池　

巳
喜
男

　

瀧
澤　

征
幸

▪
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
遠

隔
合
同
授
業
を
視
察

　

愛
媛
県
西
条
市
で
は

「
学
校
は
地
域
の
核
で
あ

る
」
が
基
本
ス
タ
ン
ス
に

あ
り
、
極
力
統
廃
合
は
し

な
い
方
針
で
あ
る
。

　

小
規
模
校
の
デ
メ
リ
ッ

ト
を
払
拭
す
べ
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
を
模
索
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
文
部
科
学
省
の

実
証
事
業
に
採
択
さ
れ
、

平
成
27
年
度
か
ら
「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
遠
隔
合
同

授
業
」
を
取
り
組
み
始
め

た
。

　

実
際
の
遠
隔
合
同
授
業

を
視
察
し
た
が
、
２
つ
の

学
校
を
光
回
線
等
で
つ
な

ぎ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
に

電
子
黒
板
と
大
き
な
画
面

の
ス
ク
リ
ー
ン
を
正
面
と

横
の
２
面
に
配
置
。
お
互

い
の
先
生
と
児
童
が
映
さ

れ
る
と
、
あ
た
か
も
同
じ

教
室
に
大
勢
い
る
か
の
よ

う
な
状
況
で
授
業
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

小
規
模
校
児
童
の
学
習

意
欲
や
学
力
・
表
現
力
の

向
上
、
さ
ら
に
中
１
ギ
ャ

ッ
プ
の
解
消
に
成
果
を
上

げ
て
い
る
。

　

本
市
の
よ
う
に
広
い
地

域
に
点
在
す
る
小
学
校
に

こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
遠
隔

合
同
授
業
シ
ス
テ
ム
が
有

効
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

▪「
障
が
い
者
千
人
雇
用

推
進
事
業
」
を
視
察

　

岡
山
県
総
社
市
で
は
、

障
が
い
者
を
抱
え
る
家
庭

か
ら
の
意
見
や
、
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
大
量

失
職
、
隣
接
す
る
市
に
誘

致
さ
れ
た
県
立
支
援
学
校

の
卒
業
生
等
の
就
労
の
場

を
担
う
た
め
、
現
片
山
市

長
の
肝
い
り
で
事
業
が
始

ま
っ
た
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
協
定

を
結
び
、「
障
が
い
者
千

人
雇
用
推
進
条
例
」
を
制

定
。
障
が
い
者
と
企
業
を

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
組
織

を
立
ち
上
げ
、
両
者
の
間

に
立
っ
た
総
合
的
な
支
援

を
展
開
し
て
い
る
。

　

平
成
29
年
５
月
に
目
標

の
「
１
０
０
０
人
」
を
達

成
し
、
現
在
は
「
１
５
０

０
人
」
雇
用
に
目
標
を
上

方
修
正
し
て
い
る
。

　

障
が
い
者
の
就
労
支
援

は
企
業
に
と
っ
て
も
雇
用

義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い

る
。
本
市
に
お
い
て
も
ぜ

ひ
本
腰
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
事
業
で
あ
る
。

市政調査会

議 員 有 志
第10回 

日本自治創造学会
研究大会に参加

教 育 民 生
常任委員会
行 政 視 察

学んで行動する議会へ

２校をつなぐ遠隔合同授業の様子

ひとつのフロアに、関連する福祉関係機関・部署が配置されている

解
体
工
事
が
進
ん
だ
曲
が
り
家
を
視
察

明
治
大
学
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
モ
ン

棟
前
に
て 

人口減少社会の地域デザインについての
パネルディスカッション

視 察 報 告 調 査 報 告


